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★生　　年	 昭和55年２月17日

★勤 務 先	 株式会社　イマハシ　

★趣　　味	 読書・婚活

★将来の夢、モットー等

　別府支部の今橋です。鉄筋工事業の㈱イマハシで役員をしておりま

す。

　正直申しますと、鉄筋屋が建築士会に入会してどうする…と自問し

ました。ですが、小なりとはいえ、会社の経営を託される者として、

より多くの見識と、より広い結びつきをと思い、入会する決意を致し

ました。

　建築士会に所属されている会員の多くの方は「監理する側」のお仕事の皆様だと思います。その中

で「監理される側」の職業である自分は、他の皆様とは違った観点にて、会のさらなる発展に寄与で

きるよう、これから会の活動をがんばっていきますので、今後ともよろしくお願い致します！

★生　　年	 昭和61年9月14日

★勤 務 先	 別府市役所

★趣　　味	 ディズニーリゾートへ行くこと

★将来の夢、モットー等

　今年の４月から別府市役所建築住宅課に勤めています。

　職場の先輩に建築士会の活動や、全国大会が来年大分で行われると

いうことを聞き、この機会に入会を決めました。

　新しい環境で仕事内容も今までと異なり、覚えることが多く大変で

すが、上司や先輩に支えていただきながら、日々勉強しています。

　今後は資格に恥じない技術者となれるよう、さらに努力していきたいと思いますので、よろしくお

願いします。

今橋　和俊（別府支部）

堀谷　優（別府支部）

豊後大野支部豊後大野支部我が街の建築士紹介
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★生　　年	 昭和57年10月24日

★勤 務 先	 佐伯市役所

★趣　　味	 まちづくり、珈琲、サーフィン

★将来の夢、モットー等

　佐伯市役所に就職して、11年目に突入しました。

　最近ではリノベーションされた公務員として公にしかできないこ

と、自分にしかできないことを模索しつつ毎日を楽しくかつ刺激的に

過ごしています。

　将来の夢は自分の子供たちがこのまちに帰ってきたいと思えるまち

を創っていくことです。あと密かに思っているのは50歳くらいでハンバーガー屋さんになって大好

きなハンバーガーで生計を立てたいなあと思っています。

　今後も公務員らしくない公務員を目指し頑張っていきたいと思います。今年から建築士会に入会し

た新入りですが、何卒ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願いします。

後藤　好信（佐伯支部）

豊後大野支部豊後大野支部我が街の建築士紹介
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玖珠支部　穴井　和興
　｢変な読書感想文｣
　最近読書をした記憶がない。正月休みに単行本を
一冊読んだのが最後だ。どうしてこんなに本を読ま
なくなったんだろう。やはり一番の原因はSNSの
せいだろう。インターネットから毎日流れ込んでく
るフェイスブックやツイッターの情報に加えペーパ
ーレス社会の一つPDFで書類や図面のやりとりが
行われていると、起きている間中パソコンのディス
プレイやスマホから目が離せなくなっている。こう
なると読書の時間は必然的に取れないということな
んだろう。
　しかし昭和生まれの活字人間だった私としてはど
うしても活字を読まないと落ち着かない気分に陥
る。そこで新聞と週刊誌をさぁ～とでも目を通すよ
うにしている。その週刊誌の中で見つけた建築家
「藤森照信氏」が企業PRコラム欄で毎週一ページ
寄稿されている。「建築そもそも講義」という大和
ハウス工業の提供で載せている文章が面白い。建築
史家でもある藤森氏の文章は素人の読者にも理解出
来るような用語を使っているが、我々玄人にも中々
興味深く読めるのが嬉しい。内容は古代建築史から
始まって、家の造りを材料の話から縄文・弥生・古
代国家そして時は流れて現代の茅葺屋根や土壁につ
ながる工法や材料の話など読んでいて飽きない。週
刊誌だから肩をはらずに気軽に読めるのがまた良
い。
　週刊新潮の真ん中あたりにありますので興味を持
たれた方どうぞ読んでみて下さい。

宇佐支部　光井　智
　技術と知識。大工として、私の考える職人にとっ
て最も大切且つ基本となるものがこの二つだと心得
ています。
　技術とは、師から学びとり経験から培われ、長い
年月を経てこそ、目指す高みへと到達し得るものな
のです。それに対し、知識とは能動的に学ばなけれ
ば得られず、また、時代が移りゆく中で新しいもの
や変化するものが現れ、常にアンテナを張り更新し
ていかなければならないものだと考えます。
　本書は、私がまだ大工見習の時に書店で見つけ、
今まで幾度となく手に取り読み返してきた、とても
大事な手離せない一冊となっています。では、それ
ほどまでに私を引き付けた本書の魅力とは何か？そ
れは、登場人物の存在でした。
　知識書でありながら、登場人物がいることで親し
みやすく、そして、読み進める度に成長していく弟
子の視点から、木材に関する知識を余すところなく
伝え、資料やグラフも分かりやすく、読み終えたと
きには私も心なしか成長したような錯覚を覚えるほ
どでした。そうなのです、その魅力的な人物とは、
大工の親方と弟子なのです。つまり、当時の私の境
遇そのままだったのです。木の成り立ちから性質、
異種材との比較、大工だけでなく木造建築に関わる
全ての人に、脳内へ刻み込んで欲しい基礎となる智
識が詰まっています。
　昨今は、木材をただの材料という視点でしか捉え
ず、木材の曲がりや捻じれを欠点とし、生きた材料
である木材の癖、すなわち個性を殺して使用するこ
とが当たり前になっています。また、このような環
境から木材を扱う技術の継承が滞り、知識をおろそ
かにする傾向があるように思います。
　本書は、技術と知識をよ
り高い位置で、バランスよ
く身に着ける一助になるは
ずです。
　建築にとって技術と知識
は切り離せないものだと今
一度認識すべきであり、職
人と建築士が互いに尊重し
あい、同じ立ち位置で「い
いものをつくる」を信念、
矜持とし、切磋琢磨できる
環境が続くことを願ってい
ます。
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辺鄙な場所の国宝建造物巡り（１）

　完全制覇間近の国宝建造物巡りですが、公共交通
機関で近くまで行けるところも多くありますがそう
でないところも相当数あります。また、そんなとこ
ろへは長時間の徒歩での移動を強いられますし、や
むなくタクシー使用で多額の出費を強いられること
もあります。また、汗をかきかきの徒歩や途中で雨
に見舞われ、ずぶ濡れでの移動もありました。これ
から数回の旅日記ではそんな印象深いところを選ん
でご紹介しましょう。まずは、その第１弾です。
　京都府綾部市内にある、国宝＜光明寺二王門＞の
ことをご紹介しましょう。

国宝＜光明寺二王門＞

　ここは、日本一辺鄙なとこにある国宝建造物かも
しれません。ＪＲ綾部駅（山陰本線）からのバス利
用も考えましたが、目的地最寄りのバス停からは徒
歩40分との情報を得ていたのでバス利用は無理と
判断しました。実際は、綾部駅近くでレンタカーを
調達して目的地まで移動しました。レンタカーでの
移動でわかったのですが、現地は山の山頂付近でし
た。ただの40分ではない、かなりの登りでした。
徒歩移動を敢行していたら途中で行き倒れていたか
もしれません。（笑）
　現地につくと、休日というのに人っ子ひとりいま
せん。駐車場には、わたしが乗ってきたレンタカー
がぽつんと１台。お目当ての国宝建物自体は、鎌倉

時代創建のがっしりした二王門で、洗練さはないも
のの、力強さも感じさせる立派な建物でした。案内
板には、＜府北唯一の国宝建造物＞とありました。
確かに京都府内には、あまたの国宝建造物が点在し
ていますが、ほとんどが京都市内かその周辺ですか
ら、＜府北唯一＞はなるほどと思った次第。
　綾部といえば＜グンゼ＞発祥の地です。あのパン
ストを作っている世界的企業です。写真にある通
り、グンゼの研究所も綾部駅近くにあります。＜グ
ンゼ＞は英語かと思いきや、列記とした日本語で
＜郡是＞なんだそうです。もとの企業名は、＜郡是
製糸＞だったとか。国是（国の方針）という言葉が
あるように、郡是は郡の方針という意味。＜ＯＯ郡
＞も最近は単なる町村のくくりの意味しか持たない
ようですが、昔は＜郡＞もれっきとした自治体組織
だったようで、＜国是＞と同様に＜郡是＞という言
い方も存在していたようです。グンゼの創始者が郡
発展の礎となるべく、地域の農家が養蚕で生産した
繭を買い受け、これを糸にする製糸会社をスタート
させたことによるネーミングなんだそうです。まさ
に郡是として起業したということですね。

グンゼ研究所

　こんな風に全国に点在する国宝建造物を巡り歩い
ていると、意外な情報や興味深い文化・歴史に遭遇
することも多々あり、これも国宝建造物巡りの大き
な楽しみのひとつなのです。

マーボーの旅先日記　
会長　井　上　正　文

その3
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建築行政関連のお知らせ

　建築設計業務等に関連した法律等の改正がありました。業務に直接関係する法律が多いので
ご留意ください。

大分県建築住宅課　指導審査班
０９７－５０６－４６７９

●建築士法
　
　　　○一定規模以上の設計における書面契約の義務化。
　　　○国交省告示の報酬基準に準拠した契約締結の努力義務化。（平成27年　６月施行）

●建築基準法

　　　○定期報告の報告対象建築物、点検対象設備の見直し。
　　　○調査資格者を点検対象ごとに明確化。（平成28年６月施行）

●省エネ法　

　　　○一定規模以上の非住宅建築物に対する適合義務化
　　　○上記の対象建築物における判定制度の導入（平成29年４月施行）
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　平成27年度公益社団法人大分県建築士会第２回理事会が平成２7年10月8日（木）13:15～14:30　大分
市コンパルホールにて開催されました。主な議題と内容は以下の通りです。

議案１について
議案１「公益法人の変更認定申請について」
○公益事業については、平成28年度から「公２－１構造計算適合性判定の審査等に関する事業」が改正

建築基準法の施行（平成27年６月）に伴い廃止されることになるため、「公２－１安全・安心建築物
の普及等に関する事業」と名称を改め、内容についても耐震診断・調査、老朽度・危険度調査、点検等
の相談業務、調査業務による安全・安心建築物の普及等を推進することを事業の内容とすること。

○収益事業については、「収１昇降機等の定期報告に関する事業」を「収１建築物・昇降機等の定期報告
に関する事業」に改めて、これまでの昇降機等のみならず、建築物等の定期報告についても今後は収益
事業の対象とすること。

○その他の事業については、「他１会員の親睦と福利厚生事業」を新規に創設し、会員の親睦と交流を深
める事業を位置づけ、例えば全県的な親睦スポーツ大会等を法人の事業として実施できるようにするこ
と。

○持続的な公益事業の財政的な裏付けとして、新たな特定費用準備資金（公益目的活動推進費）の創設を
行うこと。

○以上の変更認定申請手続きを今年度中に手続きを進めることとした。

議案２について
議案２「平成27年度予算の補正について」
○全国大会実行委員会を中心に事前準備を進めているところであるが、PRパンフ等の一部出費が発生し

ていることから、九州ブロックの７建築士会から全国大会助成金3,500,000円及び当会の特定予算準
備資金（全国大会積立金）の取崩し500,000円の繰入れ、合計4,000,000円を全国大会予算として収
入に計上し、同額を全国大会関係予算として支出に計上することにした。

議案３について
議案３「青年委員会及び女性委員会の統合について」
○前回の理事会に引き続き、青年委員会・女性委員会の会員の減少等の状況を踏まえ、青年委員会と女性

委員会の発展的な統合規約案が提案され承認された。

議案４その他報告事項等について
○平成28年度の本部・支部公益事業要望について、会員名簿の作成について、今後の主な行事予定につ

いて等事務局から報告された。
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会 員 増 強 に ご 協 力 を！

～会員二人で、一人の入会勧誘を～

本・支部名 〒 事務局所在地 TEL

高　田 879-0625 豊後高田市水取334番地 2 0978-22-2216

国　東 873-0503 国東市国東町安国寺718 0978-72-2887

別　府 874-0907 別府市幸町8-32　㈱ユウキ内 0977-22-1921

本部・大分 870-0045 大分市城崎町1-3-31　富士火災大分ビル3F 097-532-6607

佐賀関 879-2201 大分市佐賀関4-3341-4　㈱セキ土建内 097-575-1120

臼　杵 875-0082 臼杵市稲田中尾下1000-1　㈲みえのブロック内 0972-63-6695

津久見 879-2436 津久見市上宮本町6-22 0972-82-8806

佐　伯 876-0833 佐伯市池船町19-14 0972-23-6099

豊後大野 879-7131 豊後大野市三重町大字市場２区 0974-22-6606

竹　田 878-0026 竹田市大字飛田川1618-6 0974-62-3711

玖　珠 879-4632 玖珠郡九重町松木4415-2　藤原工務店内 0973-76-3999

日　田 877-0025 日田市田島1-18-21　鈴木建築事務所内 0973-24-6022

中　津 871-0024 中津市中央町1-5-24　中津建築会館内 0979-24-3597

宇　佐 879-0453 宇佐市上田931-3　宇佐建設会館内 0978-33-3395

本　　　部 http://www.oita-shikai.or.jp/


